
　
　
　

は
じ
め
に

　

平
曲
譜
本
は
、
お
も
に
晴
眼
者
の
平
曲
習
得
ま
た
は
平
曲
演
奏
用
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
晴
眼
者
が
平
曲
に
積
極

的
に
関
わ
る
の
は
、
江
戸
時
代
か
ら
で
あ
る
。
演
誦
の
伝
統
は
、
室
町
時
代
の�
一
方�
流
が
、
江
戸
時
代
に
前
田
流
と
波
多
野
（
秦

い
ち
か
た

野
）
流
に
分
か
れ
た
。
両
流
に
譜
本
が
作
成
さ
れ
、
前
田
流
の
代
表
的
な
も
の
は
、『
平
家�
吟��
譜�
』、
豊
川
本
、『
平
家�
正
節�
』、
波

ぎ
ん 
ぷ 

ま
ぶ
し

多
野
流
譜
本
は
『
平
家
物
語
』
あ
る
い
は
『
声
節
平
家
物
語
』
と
い
う
題
で
譜
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

諸
譜
本
の
う
ち
、
成
立
年
時
が
明
確
な
も
の
は
、『
平
家
吟
譜
』（
一
七
二
七
〜
一
七
三
七
）
と
『
平
家
正
節
』（
一
七
七
六
）
で

あ
る
。
ま
た
、
わ
ず
か
五
句
（
五
章
段
）
だ
け
で
あ
る
が
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
書
写
の
譜
本
（
外
題
な
し
）
が
、
年
記
の

明
ら
か
な
譜
本
と
し
て
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
最
古
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
成
立
年
代
が
確
定
し
な
い
が
、
古
い
段
階
の
譜
本
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、

　
　

・
筑
波
大
学
蔵
『
平
家
物
語
』（ル

���

�
��

―�� ��
）
…
巻
第
一
に
譜
記
あ
り
。

　
　

・
昭
和
女
子
大
学
蔵
『
平
家
物
語�
前
田
流
』

　
　

・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（
旧
制
二
高
旧
蔵
）『
平
家
物
語
か
た
り
本
』
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木　
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庸 

た
か 

つ
ね

平
家
物
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・
山
口
県
立
図
書
館
蔵
『�
秦��
音��
曲��
鈔�
』　

し
ん 
お
ん 
き
ょ
く 
し
ょ
う

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
譜
本
は
、�
墨
譜�
の
形
（�
象�
）
に
様
々
な
工
夫
が
あ
る
。
古
い
段
階
の
譜
記
は
、
声
明
の
譜
記
と
同
様
に
線
に
よ
る
も

は
か
せ 

し
ょ
う

の
で
、
方
向
、
曲
が
り
具
合
な
ど
に
よ
っ
て
音
の
扱
い
方
を
指
示
し
て
い
る
。
時
代
が
下
る
と
文
字
表
記
で
音
の
動
か
し
方
を
一

括
指
示
す
る
譜
記
も
現
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
譜
記
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
発
声
す
べ
き
か
、
分
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
。
現

在
、
演
誦
が
可
能
な
の
は
、
最
後
出
の
譜
本
『
平
家
正
節
』
の
譜
記
で
あ
る
。『
平
家
正
節
』
の
譜
記
は
、
線
条
式
と
文
字
式
の
融

合
体
で
あ
る
。
古
い
譜
記
を
推
測
す
る
に
は
、『
平
家
正
節
』
の
譜
記
を
確
実
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
古
い
時

代
の
〈
語
り
・
演
誦
〉
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、〈
平
家
語
り
〉
の
基
本
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
、
後
代
の
資
料
か

ら
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
に
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
平
曲
譜
本
は
、
実
際
の
声
に
関
わ
る
重
要
な
情
報
を
持
っ
て
い
る
の
だ
が
、
も
う
ひ
と
つ
、
ど
の
よ
う
な
「
平
家

物
語
の
こ
と
ば
」
を
語
っ
た
の
か
と
い
う
情
報
も
持
っ
て
い
る
。
従
来
、
平
家
物
語
の
テ
キ
ス
ト
研
究
と
言
え
ば
、
譜
本
を
含
め

て
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
思
う
。
江
戸
時
代
の
も
の
は
、
新
し
い
資
料
と
い
う
認
識
が
強
か
っ
た
た
め
か
、
版
本
と

大
差
な
し
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
と
も
余
計
な
符
号
（
墨
譜
）
が
つ
い
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
譜
本
に
は
、

ま
だ
ま
だ
解
明
さ
れ
る
べ
き
宝
物
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

本
稿
は
、
右
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
に
、
特
に
、「
平
曲
譜
本
の
物
語
の
テ
キ
ス
ト
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る

の
か
」
あ
る
い
は
「
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
い
る
の
か
」
を
検
討
し
、
さ
ら
に
「
譜
本
間
の
節
付
け
の
異

同
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
」
に
関
す
る
検
討
結
果
を
報
告
す
る
。

　

譜
本
の
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
渥
美
か
を
る
（「
平
曲
譜
本
の
研
究
」
一
九
五
二
、
三
…
「
日
本
文
學
研
究
」
特

別
號
「
平
曲
の
綜
合
研
究
」
所
収
論
文
…
な
ど
）
山
下
宏
明
『
平
家
物
語
の
生
成
』（
一
九
八
四
。
明
治
書
院
）
の
成
果
が
あ
り
、
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・『
平
家
正
節
』
は
、
下
村
時
房
刊
本
に
近
い
テ
キ
ス
ト
。

　
　

・
波
多
野
流
譜
本
『
平
家
物
語
』
は
、
流
布
版
本
に
近
い
テ
キ
ス
ト
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
奥
村
三
雄
は
、
譜
本
を
含
ん
だ
所
謂
「
語
り
も
の
系
・
一
方
系
」
平
家
物
語
の
テ
キ
ス
ト
の
近
さ
遠
さ
に
関
す
る
検
討

を
行
い
（『
波
多
野
流
平
曲
譜
本
の
研
究�
付�
秦
音
曲
鈔

影
印
本

�

�
』
一
九
八
六
。
勉
誠
社
）、
結
果
を
「
一
方
流
諸
本
相
互
に
お
け
る
詞
章
差
例

数
」
と
し
て
出
し
て
い
る
。
奥
村
の
検
討
し
た
譜
本
は
、『
平
家
正
節
』、
横
井
也
有
『
平
語
』、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
・
豊

川
本
、
波
多
野
流
譜
本
の
四
本
で
あ
り
、（
前
田
流
関
係
に
は
他
本
も
加
え
て
い
る
と
の
こ
と
）、
こ
れ
に
覚
一
本
、
葉
子
十
行
本
、

下
村
時
房
刊
本
、
流
布
本
の
一
方
系
テ
キ
ス
ト
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
表
を
み
る
と
、

　
　

・
譜
本
全
体
は
、
覚
一
本
、
葉
子
十
行
本
よ
り
も
、
流
布
本
に
近
い
。

　
　

・
前
田
流
譜
本
よ
り
は
、
波
多
野
流
譜
本
の
方
が
、「
一
方
系
テ
キ
ス
ト
」
に
近
い
。

　
　

・
前
田
流
譜
本
は
、
流
布
本
よ
り
は
、
下
村
時
房
刊
本
に
近
い
。

と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
奥
村
の
検
討
し
た
句
は
、
三
十
五
句
（
殿
上
闇
討
、
鱸
、
禿
、
我
身
栄
花
、
妓
王
、
二
代
后
、
額
打
論
、
清
水
炎
上
、

殿
下
乗
合
、
願
立
、
教
訓
状
、
徳
大
寺
厳
島
詣
、
康
頼
祝
、
卒
都
婆
流
、
蘇
武
、
足
摺
、
有
王
、
僧�

死
去
、
辻
風
、
燈
籠
沙
汰
、

大
臣
流
罪
、
厳
島
還
御
、
信
連
、
高
倉
宮
園
城
寺
入
御
、
競
、
三
井
寺
炎
上
、
都
帰
、
火
打
合
戦
、
忠
度
都
落
、
青
山
沙
汰
、
宇

佐
行
幸
、
浜
軍
、
落
足
、
小
宰
相
、
女
院
出
家
）
と
の
こ
と
。
巻
第
一
所
収
の
十
句
を
中
心
と
す
る
平
物
句
の
ほ
か
、
読
物
、
炎

上
物
、
灌
頂
巻
を
含
め
た
由
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び
私
は
、
平
家
物
語
の
巻
第
七
に
限
定
し
て
、
諸
譜
本
の
テ
キ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
な
形
、
関
係
に
な
っ
て
い
る
の
か
の
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比
較
検
討
を
行
っ
た
。

　

取
り
上
げ
た
譜
本
は
、
��
尾
�
家
本
『
平
家
正
節
』
を
基
本
と
し
、
こ
れ
に
、

　
　

�　

山
口
県
立
図
書
館
蔵
『
秦
音
曲
鈔
』
…
…
勉
誠
社
刊
影
印
に
よ
る
。

　
　

�　

波
多
野
流
譜
本
『
平
家
物
語
』（
京
大
蔵
本
）
…
…
勉
誠
社
刊
影
印
に
よ
る
。

　
　

�　

昭
和
女
子
大
学
蔵
『
平
家
物
語�
前
田
流
』
…
…
紙
焼
写
真
に
よ
る
。

　
　

�　

東
北
大
学
蔵
『
平
家
物
語
か
た
り
本
』
…
…
電
子
複
写
に
よ
る
。

　
　

�　

黒
部
市
、
宮
崎
文
庫
記
念
館
蔵
『
平
家
物
語
』（
平
家
吟
譜
）
…
…
紙
焼
写
真
に
よ
る
。

の
五
譜
本
を
対
校
し
た
。
ま
た
、
��
貞
享
四
年
書
写
譜
本
は
、
所
収
の
五
句
の
う
ち
、
四
句
が
物
語
の
巻
第
七
に
含
ま
れ
る
の
で
、

そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
句
の
対
校
資
料
に
加
え
た
。

　
『
平
家
正
節
』
の
組
織
は
独
特
で
、
平
家
の
物
語
の
順
に
配
列
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
私
は
こ
こ
数
年
、
琵
琶
の
師
・
橋
本
敏

江
の
通
し
演
奏
会
を
機
会
と
し
、
所
蔵
者
・
尾
�
正
忠
先
生
の
許
可
を
得
て
、
物
語
順
の
翻
刻
写
譜
を
行
っ
て
い
る
（
二
○
○
六

年
末
に
巻
第
九
の
分
ま
で
終
了
）。
巻
第
八
ま
で
の
分
は
、
私
の
科
研
費
報
告
書
「
平
曲
伝
承
資
料
の
基
礎
的
研
究
」（
二
○
○
六
、

三　

課
題
番
号��������

�
�������

）
に
ま
と
め
て
あ
る
。
巻
第
七
の
諸
譜
本
対
校
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
報
告
書
を
も
と
に
し
た
。

　

全
巻
分
の
対
校
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
難
し
い
の
で
、
一
巻
分
を
と
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
巻
第
七
を
選
ん
だ
理
由
は
、
物
語
中

の
大
き
な
山
場
と
い
う
べ
き
「
木
曾
義
仲
の
戦
い
」
と
「
平
家
の
都
落
ち
」
を
記
す
巻
で
あ
る
こ
と
と
、〈
語
り
〉
の
三
つ
の
大
き

な
傾
向
の
「�
節��
物�
」「�
拾��
物�
」「�
読��
物�
」
が
一
巻
の
う
ち
に
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
奥
村
三
雄
は
、
全
巻
の
諸

ふ
し 
も
の 

ひ
ろ
い 
も
の 

よ
み 
も
の

傾
向
を
過
不
足
な
く
拾
い
上
げ
て
対
校
し
た
が
、
私
は
、
物
語
の
連
続
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
一
巻
分
に
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
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一　

平
家
物
語
巻
第
七
の
テ
キ
ス
ト
対
校
結
果
（
そ
の
一
）　

　

検
討
は
、
次
の
よ
う
に
分
け
て
行
っ
た
。

　

第
一
段
階　

―
違
い
を
三
種
類
に
分
け
て
、
数
値
で
譜
本
の
傾
向
を
判
断
し
、

　
　
　
　
　
　
　

さ
ら
に
、
揺
れ
と
「
句
」
の
内
容
・
性
格
・
文
章
と
の
関
連
を
考
え
る
。

　

第
二
段
階　

―
大
き
な
差
違
と
曲
節
と
の
関
係
。

　
　
　
　
　
　
　

さ
ら
に
、
大
き
な
差
違
の
対
校
に
よ
る
譜
本
の
グ
ル
ー
プ
分
け
。

　

テ
キ
ス
ト
の
異
同
と
〈�
曲
節�
〉
と
の
関
係
を
、
結
論
的
に
概
括
す
る
な
ら
ば
、
本
文
の
こ
ま
か
な
字
句
か
ら
比
較
的
大
き
な
も

ふ
し

の
ま
で
差
違
の
多
く
認
め
ら
れ
る
の
は
、〈 
口
説 
〉
や
〈 
白  
声 
〉
で
語
る
部
分
の
テ
キ
ス
ト
あ
る
。
反
対
に
、〈 
三  
重 
〉〈 
中  
音 
〉

く
ど
き 

し
ら 
こ
え 

さ
ん 
じ
ゅ
う 

ち
ゅ
う 
お
ん

等
の
テ
キ
ス
ト
は
、
一
定
（
固
定
）
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。〈
語
り
〉
の
流
派
の
違
い
は
、
テ
キ
ス
ト
の
違
い
と
し
て
考
え
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
い
わ
ゆ
る
聴
か
せ
ど
こ
ろ
に
関
し
て
は
、
流
派
に
差
違
は
な
い
。
ま
た
〈
三
重
〉〈
中
音
〉
の
テ
キ
ス
ト

は
、
違
い
が
あ
っ
て
も
、
音
数
律
と
し
て
み
た
時
に
変
わ
り
が
な
い
程
度
の
も
の
で
あ
る
。　

　

右
の
よ
う
な
実
態
を
、「�
聖
主
臨
幸�
」
で
説
明
し
て
お
こ
う
。
こ
の
句
は
、
平
家
一
門
が
都
落
ち
の
際
に
、
邸
宅
に
火
を
か
け
て

せ
い
し
ゅ
り
ん
こ
う

出
た
こ
と
を
う
け
て
、
そ
れ
ら
の
邸
宅
が
、
過
去
に
天
皇
・
后
妃
が
お
出
ま
し
に
な
っ
た
栄
光
の
場
所
で
あ
る
こ
と
を
対
句
仕
立

て
で
回
想
し
、
そ
の
よ
う
な
栄
花
の
地
が
片
時
の
間
に
焼
失
し
た
こ
と
を
傷
む
。
そ
し
て
、
平
家
一
門
の
運
命
の
急
激
な
暗
転
を
、

「
昨
日
」
と
「
今
日
」、「
保
元
の
昔
」
と
「
寿
永
の
今
」
と
の
対
比
で
慨
嘆
す
る
。
前
半
は
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
を
〈
中
音
〉

〈
初
重
中
音
〉〈
三
重
〉
と
い
う
詠
嘆
的
な
曲
節
を
用
い
重
ね
て
表
現
す
る
。
後
半
は
、
平
宗
盛
・
知
盛
兄
弟
が
、
在
京
し
て
い
た

東
国
武
士
を
殺
し
て
都
落
ち
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
、
そ
し
て
、
東
国
武
士
と
の
や
り
と
り
の
場
面
で
あ
る
。
後
半
は
、

会
話
に
よ
る
人
間
関
係
の
描
写
で
、
曲
節
は
語
る
調
子
の
〈
口
説
〉
で
あ
る
。
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判
断
の
例　
　

��

人文科学研究　第 120 輯�

　
『
平
家
正
節
』
聖
主
臨
幸
（
十
三
之
上　

尾
�
家
本
影
印
＊　

頁
）

���

�
中
音�
或
は�
聖
主
臨
幸
の
地
な
り

　

鳳
闕�
空�
う
礎
を
残
し�
鸞
輿
唯�
中
ユ
リ�
跡
を�
止�
む

ム
ナ
シ 

ト

　

或
は�
后
妃
遊
宴
の
砌
な
り

　
�
椒
房�
の
嵐　

聲
悲
し
み��
掖
庭�
の
露�
色�
愁�
う

シ
ョ
ウ
ホ
ウ 

エ
キ
テ
イ 

ウ

�
初
重�
粧
鏡
翠
帳
の
基��
弋
林��
釣
渚�
の�
舘���
槐

棘
�の
座��
鴛
鸞�
の�
栖�

ヨ
ク
リ
ン 
チ
ョ
ウ
シ
ョ 

タ 

ク
ワ
イ
キ
ョ
ク 

エ
ン
ラ
ン 

ス
ミ
カ

　
�
多�
日
の�
経�
営
を�
空�
う
し
て�
片
時
の�
灰
燼�
と
成
果
ぬ

タ 

ケ
イ 

ム 

ク
ワ
イ
デ
ン

　

况
や�
郎
従
の�
屋�
舎
に
於
て
お
や

ヲ
ク

�
�

�
�
�
�
�
�

　

况
や�
雜
人
の�
蓬　
�
に
於
て
を
や

ホ
ヲ
ヒ
ツ

�
�

�
�
�
�
�
�

　

餘�
焔�
の
及
ふ
所�
在
々
所
�々
数�
十
町
な
り

ヱ
ン 

ス
ウ

�
三
重
甲��
強
呉�
忽
に
亡
ひ
て�
上��
姑��
蘇�
臺
の
露��
荊��
棘�
に
移
り

キ
ョ
ウ
ゴ 

コ 

ソ 

ケ
イ 
キ
ョ
ク

　
　

甲��
暴
秦�
既
に�
衰�
て�
上�
咸
陽
宮
の
煙��
睥
睨�
を
隠
し
け
ん
も

ボ
ウ
シ
ン 

ヲ 

ヘ
イ
ケ
イ

　

是
に
は
過
し
と
そ
見
へ
し

�
下
り�
日
來
は��
函
谷
二��
の�　
�
し
き
を��
固�
ふ
せ
し
か
と
も�
北
狄
の
為
に
是
を
破
ら
れ

カ
ン
コ
ク
ジ
コ
ウ 

サ
ガ 

カ
ト

　

今
は��
洪�
河�
徑��
渭�
の�
深�
を�
憑�
じ
か
共�
東
夷
の
為
に�
是
を
取
れ
た
り

コ
ヲ 

ケ
イ 
イ 

フ
カ
キ 

タ
ノ
ン

�
初
重�
豈��
圖�
き
や�
忽
に
礼
儀
の
郷
を
攻
出
さ
れ
て�
泣
々
無
智
の�
界�
に
身
を
寄
ん
と
は

ハ
カ
リ 

サ
カ
イ

�
初
重
中
音�
昨
日
は�
雲
の
上
に
て
雨
を�
降�
す
�
龍
た
り
き

ダ

　
　
　
　
�
今
日
は��　
�
の�
邊�
に
水
を
失
ふ�
枯�
魚
の
こ
と
し

イ
チ
グ
ラ 

ホ 

コ

�
初
重��
禍
福��
道�
を
同
う
し��
盛

衰
�掌
を
反
す

ク
ワ
フ
ク 
ミ 

ジ
ョ
ウ
ス
イ

　

今
目
の
前
に
有
り　

初
重
中
音�
誰
か
是
を
悲
ま
さ
ら
ん

�
�

�
�
�
�
�
�

　

保
元
の
昔
は�
春
の
花
と
栄
し
か
と
も�
壽
永
の
今
は�
秋
の
紅
葉
と
落
果
ぬ

�
�

�
�

口
説�
畠
山
の
庄
司
重
能�
小
山
田
の
別
當
有
重�
宇
都
の
宮
の
左
衛
門
朝
綱

『
秦
音
曲
鈔
』（
影
印�　

頁
）

���

�
…　
��

嵐
の
声

と�

�
…　
13

郎
従
の
蓬　

雑
人
の
屋
舎

愁
さ
ら
ん

今
は
又

�
…
�



��

�平家物語巻第七のテキストと〈曲節〉

　

是
等
は�
大
番
役
に
て
折
節
在
京
し
た
り
け
る
か

　

其
時�
既
に

�
�

�
�

　

誅
せ
ら
る

�
�

�
�
�
�

　

へ
か
り
し
を

�
�

�
�
�
�
�
�

　

新
中
納
言
知
盛
の
卿
の
異
見
に
申
さ
れ
け
る
は

����　

彼
等
百
人
千
人
か
首
を
斬
ら
せ
た
ま
ひ
た
り
と
も�
御
運
た
に

　
　
　

尽
さ
せ
た
ま
は
ゝ

��　
��
御
世
を
保
せ
た
ま
は
ん
事
も

　
　
　

有
難
し

　
　
　

故
郷
に
候
妻
子
と
も
の

�
�

�
�
�

��　
　

さ
こ
そ
は
歎
き
悲
み

�
�

�
�

　
　
　

候
ら
は
ん
つ
ら
め

　
　
　

唯
理
を
曲
て
下
さ
せ
た
ま
へ

�
�

�
�
�

　
　
��
若
不
思
議
に
運
命
開
け
て�
都
へ
帰
り
上
ら
せ
た
ま
ふ
事
も
候
は
ゝ
有
難
御
情
に
て
こ

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
　
　

そ
候
は
ん
づ
ら
め�
と

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

申
さ
れ
た
り
け
れ
は�
大
臣
殿

����　

さ
ら
は�
疾
下
れ�
と
こ
そ

　

宣
ひ
け
れ�
是
等�
頭
を�
低�
れ

ウ
ナ

�
�

�
�

　

血
の
涙
を

�
�

�
�

　
　
　

流
ひ
て�
い
つ
く
ま
て
も�
御
供
仕
候
は
ん�
と

�
�

�
�

　

申
け
れ
は�
大
臣
殿

��　
��
汝
等
か
魂
は　
�
東
国
に
こ
そ
有
へ
け
れ

�
�

��　
���
脱
殻�
は
か
り
西
国
へ
召
具
す
へ
き
や
う
な
し�
唯
疾
下
れ�
と
こ
そ

ヌ
ケ
ガ
ラ

�
半
下
ケ�
宣
ひ
け
れ

�
初
重�
是
等
も�
二
十
餘
年
の
主
な
り
け
れ
は�
別
れ
の�
涙��
押
へ
難
し
。

ン

し
か

（
ナ
シ
）

た
ま
ひ
な
は

（
ナ
シ
）

有
へ
か
ら
す

ん
す
ら
ん

（
ナ
シ
）

へ
き
に

と
そ

け
る

（
ナ
シ
）

斬
る

へ
き
に

定
り
て

�
所
従
等

（
ナ
シ
）

傾
け

（
ナ
シ
）

は
ら

く
と

皆

た
ま
ふ
へ
う

も
や
候
ら
ん

�
（
ナ
シ
）



　

前
半
の
テ
キ
ス
ト
は
、
形
の
定
ま
っ
た
文
章
、
後
半
の
テ
キ
ス
ト
は
、
自
由
な
形
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
こ
の
句
に
つ
い
て
、『
平

家
正
節
』
と
『
秦
音
曲
鈔
』
の
異
同
を
み
る
と
、
前
半
は
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な
い
。
あ
っ
て
も
、

　
　
『
平
家
正
節
』
…
誰
か
是
を
悲
ま
さ
ら
ん　

　
　
『
秦
音
曲
鈔
』
…
誰
か
是
を
愁
さ
ら
ん　

と
い
う
程
度
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
後
半
は
、

�『
平
家
正
節
』
…
唯
理
を
曲
て
下
さ
せ
た
ま
へ 
若
不
思
議
に
運
命
開
け
て 
都
へ
帰
り
上
ら
せ
た
ま
ふ
事
も
候
は
 ゝ
有
難
御
情

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

に
て
こ
そ
候
は
ん
づ
ら
め��　

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�『
秦
音
曲
鈔
』
…
唯
理
を
曲
て
下
さ
せ
た
ま
ふ
へ
う
も
や
候
ら
ん 　
（
こ
ち
ら
は
『
正
節
』
の
テ
キ
ス
ト
の　
　

部
相
当
が
な

�
�

�
�

い
）　

と
違
い
が
大
き
く
な
る
。

　

右
の
よ
う
に
対
校
し
た
結
果
を
、
違
い
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
三
つ
に
分
け
、
後
の
結
果
の
数
字
を
、
フ
ォ
ン
ト
を
変
え
て
表
示

し
た
。

　
　

�　

助
詞
、
活
用
語
尾
の
類　
　

…
数
字
は
、�

��
��
�
��
�
��
��

�
��
����
��
��
��
���

　
　

�　

単
語
、
一
文
節
程
度　
　
　

…
数
字
は
、
ゴ
シ
ッ
ク　

　
　

�　

二
文
節
以
上
、
文
単
位
、　
��
…
数
字
は
、
○
付
き　
（
但
し
０
は
○
な
し
）

　

こ
の
検
討
は
、
奥
村
の
検
討
よ
り
は
、
テ
キ
ス
ト
の
質
的
な
違
い
を
み
た
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

��
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『
平
家
正
節
』
を
基
本
と
し
て
見
た
平
曲
譜
本
の
諸
本
の
テ
キ
ス
ト
比
較
・
概
観
表　

―
平
家
物
語
巻
第
七
相
当
分

　
　

対
校
結
果　

�

��

�平家物語巻第七のテキストと〈曲節〉

北
国
下
向

竹
生
島
詣

燧
合
戦

木
曾
願
書

倶
利
迦
羅
落

篠
原
合
戦

實
盛
最
期

秦
音
曲
鈔

６
　
24�８

　
11�

　
��

　
30�

　
��

　
23�

　
��

　
27�

　
��

　
40�

　
��

　
34�

波
多
野
流

５
　
13�５５�

　
��

　
19�

　
��

　
19�

　
��

　
15�

　
��

　
33�

　
��

　
24�

昭
和
女
大

３
　
17�１４０６４�

　
��９�

　
��

　
10�

　
��

　
14�

　
��８�

東

北

大

１１００００２１�３００２０�２００４００

吟　
　

譜

１３０１００１０１３１�２０�５１０３００

�
貞

享

本

７０�



���
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玄
肪
／
還
亡

木
曾
山
門
牒
状

山
門
返
牒

平
家
連
署
願
書

主
上
都
落

惟
盛
都
落

聖
主
臨
幸

忠
度
都
落

経
正
都
落

　
��

　
32�９

　
14０７

　
14�

　
��

　
15�

　
��

　
43�

　
��

　
20�

　
��

　
13�

　
��

　
19�９

　
��

　
14�３７０３

　
10�８８０

　
��

　
37�

　
��

　
26�９７�

　
��

　
23�６

　
��

　
10�６

　
11�２３０４８０

　
��

　
27�

　
��

　
11�９６�９００５

１０００００１００１１０３３０

（
こ
の
句

ナ　

シ

�

）

２４０１００１

１１０１００１０００００２３０５００１３０２００１

３１０



右
の
対
照
結
果
に
つ
い
て
気
付
い
た
こ
と
を
記
す
と
。

１　
『
平
家
正
節
』、
東
北
大
『
平
家
物
語
か
た
り
本
』、『
平
家
吟
譜
』
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
近
い
関
係
で
（
貞
享
本
も
）
あ
る

こ
と
。

　
『
秦
音
曲
鈔
』、
波
多
野
流
『
平
家
物
語
』、
昭
和
女
子
大
『
平
家
物
語�
前
田
流
』
が
、
ひ
と
ま
と
ま
り
で
あ
る
か
ど
う
か

は
定
か
で
な
い
が
、『
平
家
正
節
』
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
遠
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

２　

差
違
の
多
い
も
の
（
テ
キ
ス
ト
の
揺
れ
の
幅
が
大
き
い
も
の
）
の
う
ち
、

・
三
項
目
と
も
に
違
い
の
多
い
句
は
、「
倶
利
迦
羅
落
」「
篠
原
合
戦
」「
実
盛
最
期
」「
主
上
都
落
」「
一
門
都
落
」
で
あ
る
。

・
�
�
項
目
（
あ
る
い
は
�
項
目
）
に
違
い
の
多
い
句
は
、「
北
国
下
向
」「
燧
合
戦
」「
木
曾
願
書
」「
玄
肪
」「
維
盛
都
落
」

「
聖
主
臨
幸
」「
忠
度
都
落
」
で
あ
る
。

　

３　

差
違
の
さ
ほ
ど
生
じ
て
い
な
い
句
は
、

���

�平家物語巻第七のテキストと〈曲節〉

青
山

一
門
都
落

福
原
落

８�２６�
　
��

　
51�５６�

　
11�５６�

　
��

　
56�７

　
11�

６�７２�
　
��

　
22�５１０

０００００４０００１０

０００２０３０００００

４１�３００



　
「
竹
生
島
詣
」「
木
曾
山
門
牒
状
」「
山
門
返
牒
」「
平
家
連
署
願
書
」「
聖
主
臨
幸
」「
経
正
都
落
」「
青
山
」「
福
原
落
」
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
「
読
物
の
句
（
駢
儷
文
的
文
章
）」
と
「
琵
琶
に
関
係
す
る
句
（
経
正
関
係
）」
と
「
詠
嘆

的
美
文
（
駢
儷
文
的
文
章
）」
と
括
る
こ
と
が
で
き
る
。「
文
飾
」
へ
の
配
慮
の
濃
い
も
の
と
、「
琵
琶
」
関
係
と
言
い
替
え
て

も
よ
い
。

　
　

二　

平
家
物
語
巻
第
七
の
テ
キ
ス
ト
対
校
結
果
（
そ
の
二
）

　

前
節
の
結
果
を
う
け
て
、
次
に
、
�
の
項
目
に
数
え
た
比
較
的
大
き
な
差
違
を
取
り
出
し
て
、
譜
本
間
の
異
同
を
紹
介
す
る
。

あ
わ
せ
て
、
そ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
流
布
本� �

架
蔵
明
暦
二
年
刊� �

と
下
村
時
房
本� �

日
本
古
典
全
集� �

の
テ
キ
ス
ト
を
付
し
た
。

〈
口
説
〉
の
テ
キ
ス
ト
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
、〈
白
声
・
素
声
〉
の
テ
キ
ス
ト
は
行
書
体
に
し
た
。

　

具
体
例
を
八
例
挙
げ
、
あ
と
は
、
概
括
の
表
に
す
る
。

例
�
�　
「
北
国
下
向
」
の
、
人
名
に
関
す
る
異
同　

���
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『
平
家
正
節
』

　
�
拾��
大
将
軍
に
は�
…
…�
侍
大
将
に
は�
越
中
の
前
司
盛
俊

上
総
の
大
夫
の
判
官
忠
綱�
飛
弾
の
大
夫
の
判
官
景
高�
河
内
の

判
官
秀
国�
高
橋
の
判
官
長
綱�
武
蔵
の
三
郎
左
衛
門
有
国�
越
中

の
次
郎
兵
衛
盛
續

秦　

音

越
中
の
次�

兵
衛
盛
續　

　
×

波　

多
×○

昭　

和
×○

東　

北
○○

吟　

譜
○�○

流
布
本

ゑ
つ
中
の
次�

兵
衛
盛
つ
ぎ　

　
×

下
村
本

○×



例
�　
「
篠
原
合
戦
」
の
、
軍
勢
の
動
き
に
関
す
る
異
同　

例
�
�　
「
主
上
都
落
」
の
、
平
宗
盛
の
こ
と
ば
に
関
す
る
異
同　

���

�平家物語巻第七のテキストと〈曲節〉

『
平
家
正
節
』

　

素
声 
去
程
に 
平
家
は 
加
賀
の
国
篠
原
に
引
退
ひ
て 
人
馬

の
息 
休　
 
た
ま
ふ
所
に 
木
曽
殿
一
万
餘
騎 
篠
原
に
押
寄
て 
鬨

メ

を
咄
と
そ
作
り
た
ま
ふ  
木 
曽
殿
の
方
よ
り 
今
井
の
四
郎
兼
平

Ａ

五
百
餘
騎
に
て
馳
向
ふ 
平
家
の
方
よ
り 
畠
山
の
庄
司
重
能 
小

山
田
の
別
當
有
重 
宇
都
の 
宮 
の
左
衛
門
朝
綱 
是
等
は
大
番
役

ミ
ヤ

に
て
折
節
在
京
し
た
り
け
る
か 
是
等
は 
故
ひ 
者
な
れ
は 
軍
の

フ
ル
イ

や
う
を
も 
掟 
よ 
と
て 
今
度
北
国
へ
向
ら
れ
た
り 
彼
等
兄
弟

オ
キ
テ

三
百
餘
騎 
楯
の
面
に
そ 
ハ
ツ
ミ 
進
ん
た
る�
■�
口
説 
始
は

畠
山
今
井
五
騎
十
騎
つ
ゝ
出
し
合
せ
て
勝
負
を
せ
さ
せ
け
る
か

後
に
は�
コ
ハ
リ
下
ケ�
両
方
た
か
ひ
に
乱
れ
合
て
そ
戦
ひ
け
る

秦　

音

Ａ
は
■
の

位
置
に

波　

多

Ａ
は
■
の

位
置
に

昭　

和

Ａ
は
Ａ

東　

北

Ａ
は
Ａ

吟　

譜

Ａ
は
Ａ

流
布
本

Ａ
は
Ａ

下
村
本

Ａ
は
■
の

位
置
に

『
平
家
正
節
』

 　

口
説 
同
じ
き
廿 
四 
日
の
小
夜
更
方
に 
前
の
内
大
臣
宗
盛
公

シ

建
礼
門
院
の
渡
ら
せ
給
ふ
六
波
羅
池
殿
に
参
ッ
て
申
さ
れ
け
る

は 
▼  
此
世 
の
中
の 
形 
勢 
さ
り
と
も
と
こ
そ
存
し 
か  
今
は
斯

Ｂ 

ア 

フ

に
こ
そ
候
ふ
め
れ 
人
々
は
唯 

の
内
に
て
い
か
に
も
な
ら
ん
と

秦　

音

▼
木
曾
既

な
北
国
よ

り
五
万
餘

騎
て
攻
上

波　

多

▼
―
×

昭　

和

▼
―
×

東　

北

▼
―
×

吟　

譜

▼
―
×

流
布
本

▼
―
○

下
村
本

▼
―
×



例
�　
「
聖
主
臨
幸
」
の
、
平
知
盛
の
こ
と
ば
に
関
す
る
異
同　

���
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申
合 　
 
け
れ
ど
も 
ま
の
あ
た
り 
女
院 
二
位
殿
に
う
き
め
を
見

レ

せ
ま
ゐ
ら
せ
ん
も 
我
身
な
が
ら
口
惜
う
候
え
ば

り
比
叡
山

東
坂
本
に

充
満
た
ん

な
り�

等

に
楯
の
六

郎
親
忠
手

書
に
大
夫

坊
覚
明
六

千
余
騎
天

台
山
へ
競

上
り
三
千

の
衆
徒
引

具
し
て
只

今
都
へ
乱

れ
入
由
聞

え
し
か
は

Ｂ
―
×

Ｂ
―
○

Ｂ
―
○

Ｂ
―
○

Ｂ
―
○

Ｂ
―
×

Ｂ
―
○

『
平
家
正
節
』

　

口
説 
…
… 
新
中
納
言
知
盛
の
卿
の
異
見
に
申
さ
れ
け
る
は

…
… 
故
郷
に
候
妻
子
と
も
の
さ
こ
そ
は
歎
き
悲
み
候
ら
は
ん
つ

秦　

音

波　

多

昭　

和

東　

北

吟　

譜

流
布
本

下
村
本



例
�
�　
「
一
門
都
落
」
の
、
平
宗
盛
の
こ
と
ば
に
関
す
る
異
同

���

�平家物語巻第七のテキストと〈曲節〉

『
平
家
正
節
』

　

口
説 
肥
後
の
守
貞
能
は 
…
… 
と
申
け
れ
は 
大
臣
殿

貞
能
は 
い
ま
た
し
ら
ぬ
か 
木
曽 
既
に
北
国
よ
り
五
万
余
騎
に

て
攻
上
り 
天
台
山
東
坂
本
に 
み
ち

く
た
ん
な
り 
▼ 
法
皇

も 
過
し
夜
半
に
失
さ
せ
た
ま
ひ
ぬ 
▲ 
せ
め
て
は 
行
幸
は
か

り
を
も
な
し
ま
い
ら
せ
て  
一 
先
も
と
お
も
ふ
そ
か
し 
と

ト

宣
へ
は

秦　

音

▼�

等
に

楯
の
六
郎

親
忠
手
書

に
大
夫
坊

覚
明
六
千

余
騎
天
台

山
へ
競
上

り
三
千
の

衆
徒
引
具

し
て
只
今

都
へ
乱
れ

入
由
聞
え

し
か
は

波　

多

▲
人
々
は

只
都
の
中

に
て
い
か

に
も
な
ら

ん
と
申
合

れ
け
れ
ど

も
ま
の
あ

た
り
女
院

二
位
殿
に

う
き
目
を

見
せ
参
ら

せ
ん
も
我

身
な
が
ら

口
を
し
け

れ
ば

昭　

和

▼
▲
―
×

東　

北

▼
▲
―
×

吟　

譜

▼
▲
―
×

流
布
本

▲
―
○

下
村
本

▼
▲
―
×

ら
め 
唯
理
を
曲
て
下
さ
せ
た
ま
へ 
若
不
思
議
に
運
命
開
け
て

都
へ
帰
り
上
ら
せ
た
ま
ふ
事
も
候
は
 ゝ
有
難
御
情
に
て
こ
そ
候

は
ん
づ
ら
め 
と 
申
さ
れ
た
り
け
れ
は

×

×

○

○

○

○

○



　

右
の
よ
う
な
大
き
な
異
同
箇
所
を
、　

箇
所
取
り
出
し
て
あ
る
。
そ
の
結
果
を
表
示
す
る
。

��

���
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��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

『
平
家
正
節
』

素
声　

ａ

口
説　

ａ

拾　
　

ａ

拾　
　

ａ

口
説　

ａ

�
指
声�　

ａ

さ
し
こ
え

口
説　

ａ

白
聲　

ａ

白
聲　

ａ

口
説　
　

…
処
理
困
難

�

…

口
説　

ａ

口
説　

●

口
説　

ａ

口
説　

●

素
声　

ａ

コ
ハ
リ
下
ケ�
●

口
説　

ａ

口
説　

●

口
説　

ａ

口
説　

ａ

口
説　

ａ

秦　

音
●ｂｂ●●●●ａｂ●ｂ●ｂｂｂｂｂ●●●

波　

多
●ａ●ａ●●●ａｂ●●ａｂｂｂｂｂ●●●

昭　

和
●ａ●ａａａａｂａ●●ａ●ａ●ａ●ａａ●

東　

北
ａａａａａａａｂａ●●ａ●ａ●ａ●ａａａ

吟　

譜
ａａａ�ａａａａ�ｂａ●●ａ●ａ●ａ●ａａａ

流　

布
●ａｂ●ａ●●ａｂ●●ａｂａ●ｂｂ●ａ●

下　

村
●ａａ●ａａａａａ●●ａ●ｂ●ｂ●ａａ●



　

右
の
結
果
に
つ
い
て
気
の
付
く
こ
と
を
記
す
と
。

　

１　
〈
口
説
〉〈
白
声
〉
の
テ
キ
ス
ト
の
差
違
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

２　
〈
拾
〉〈
指
声
〉〈
下
ケ
〉
も
「
歌
」
と
い
う
よ
り
「
こ
と
ば
」
で
あ
る
。　

　

３　

譜
本
の
テ
キ
ス
ト
は
、
下
村
時
房
刊
本
や
流
布
本
を
直
接
下
敷
き
に
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

４　
『
秦
音
曲
鈔
』
の
テ
キ
ス
ト
の
独
自
性
が
目
立
つ
。

　

５　
『
秦
音
曲
鈔
』
と
波
多
野
流
譜
本
と
で
、
一
グ
ル
ー
プ
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

６　

東
北
大
本
と
『
平
家
吟
譜
』
と
『
平
家
正
節
』
は
一
グ
ル
ー
プ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

７　

昭
和
女
子
大
本
は
、
中
間
的
と
い
う
べ
き
か
。

　

８　

流
布
本
と
下
村
本
と
で
異
な
る
時
に
は
、
流
布
本
の
形
が
波
多
野
流
譜
本
と
同
じ
で
あ
る
例
が
い
く
つ
か
あ
る
。

　

９　

流
布
本
と
下
村
本
と
で
異
な
る
時
に
は
、
下
村
本
の
形
が
『
平
家
正
節
』
と
同
じ
で
あ
る
例
が
い
く
つ
か
あ
る
。

���

�平家物語巻第七のテキストと〈曲節〉

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

口
説　

●

口
説　

ａ

素
声　
��
…
処
理
困
難

�

…

口
説　

ａ

口
説　

●

下
ケ　

●

拾　
　

ａ

口
説　

●

ｂ●●ｂｂｄｃ

●ａ●ｂｂｃｂ

●ａａ●●ａ●

●ａａ●●ａ●

●ａａ●●ａ●

ｂ●ａｂ●ｂｂ

●ａａ●●ｂ●



　
　
　

三　

平
家
物
語
巻
第
七
の
節
付
け
の
異
同
に
つ
い
て

　

次
に
、
平
家
物
語
巻
第
七
に
限
っ
て
、
諸
譜
本
の
〈
曲
節
〉
の
配
分
の
異
同
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
。

　

具
体
例
を
、
こ
こ
で
も
「
聖
主
臨
幸
」
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

�

���
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『
平
家
正
節
』
聖
主
臨
幸

�
中
音�
或
は�
聖
主
臨
幸
の
地
な
り

　

鳳
闕�
空�
う
礎
を
残
し�
鸞
輿
唯�
中
ユ
リ�
跡
を�
止�
む

ム
ナ
シ 

ト

　

或
は�
后
妃
遊
宴
の
砌
な
り

　
�
椒
房�
の
嵐　

聲
悲
し
み��
掖
庭�
の
露�
色�
愁�
う

シ
ョ
ウ
ホ
ウ 

エ
キ
テ
イ 

ウ

�
初
重�
粧
鏡
翠
帳
の
基��
弋
林��
釣
渚�
の�
舘���
槐

棘
�の
座��
鴛
鸞�
の�
栖�

ヨ
ク
リ
ン 
チ
ョ
ウ
シ
ョ 

タ 

ク
ワ
イ
キ
ョ
ク 

エ
ン
ラ
ン 

ス
ミ
カ

�
▼��
多�
日
の�
経�
営
を�
空�
う
し
て�
片
時
の�
灰
燼�
と
成
果
ぬ

タ 

ケ
イ 

ム 

ク
ワ
イ
デ
ン

�
▼�
况
や�
郎
従
の�
屋�
舎
に
於
て
お
や

ヲ
ク

　

况
や�
雜
人
の�
蓬��　
�
に
於
て
を
や

ホ
ヲ 
ヒ
ツ

　

餘�
焔�
の
及
ふ
所�
在
々
所
�々
数�
十
町
な
り

ヱ
ン 

ス
ウ

�
三
重
甲��
強
呉�
忽
に
亡
ひ
て�
上��
姑��
蘇�
臺
の
露��
荊
棘�
に
移
り

キ
ョ
ウ
ゴ 

コ 

ソ 

ケ
イ
キ
ョ
ク

　
　

甲��
暴
秦�
既
に�
衰�
て�
上�
咸
陽
宮
の
煙��
睥
睨�
を
隠
し
け
ん
も

ボ
ウ
シ
ン 

ヲ 

ヘ
イ
ケ
イ

　

是
に
は
過
し
と
そ
見
へ
し

�
下
り�
日
來
は��
函
谷
二��
の�　
�
し
き
を��
固�
ふ
せ
し
か
と
も�
北
狄
の
為
に
是
を
破
ら
れ

カ
ン
コ
ク
ジ
コ
ウ 

サ
ガ 

カ
ト

　

今
は��
洪�
河�
徑��
渭�
の�
深�
を�
憑�
じ
か
共�
東
夷
の
為
に�
是
を
取
れ
た
り

コ
ヲ 

ケ
イ 
イ 

フ
カ
キ 

タ
ノ
ン

�
初
重�
豈��
圖�
き
や

ハ
カ
リ

　
　

忽
に
礼
儀
の
郷
を
攻
出
さ
れ
て�
▼�
泣
々
無
智
の�
界�
に
身
を
寄
ん
と
は

サ
カ
イ

�
初
重
中
音�
昨
日
は�
雲
の
上
に
て
雨
を�
降�
す
�
龍
た
り
き

ダ

秦
音○○

初
重
中
音

�
初
重○○○○

波
多○○○○○○

昭
和○○○○○○

東
北○○○○○○

吟
譜○○○●●中

音



�　

※　

・
各
譜
本
の
欄
の�
○�
は
、『
正
節
』
と
同
じ
〈
曲
節
〉
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
　
　

・
▼
は
、
別
の
〈
曲
節
〉
が
そ
の
位
置
に
付
い
て
い
た
り
、
同
じ
〈
曲
節
〉
で
も
位
置
が
ず
れ
る
場
合
を
示
す
。

���

�平家物語巻第七のテキストと〈曲節〉

　
　
　
　
�
今
日
は��　
�
の�
邊�
に
水
を
失
ふ�
枯�
魚
の
こ
と
し

イ
チ
グ
ラ 

ホ 

コ

�
初
重��
禍
福��
道�
を
同
う
し��
盛

衰
�掌
を
反
す

ク
ワ
フ
ク 
ミ 

ジ
ョ
ウ
ス
イ

　

今
目
の
前
に
有
り　

初
重
中
音�
誰
か
是
を
悲
ま
さ
ら
ん

�
▼�
保
元
の
昔
は�
春
の
花
と
栄
し
か
と
も�
壽
永
の
今
は�
秋
の
紅
葉
と
落
果
ぬ

�
口
説�
畠
山
の
庄
司
重
能�
小
山
田
の
別
當
有
重�
宇
都
の
宮
の
左
衛
門
朝
綱�
│
白
声
│
口
説
白
声

　

是
等
は�
大
番
役
に
て
折
節
在
京
し
た
り
け
る
か�
其
時�
既
に
誅
せ
ら
る
へ
か
り
し
を

　

新
中
納
言
知
盛
の
卿
の
異
見
に
申
さ
れ
け
る
は

　
　
　

彼
等
百
人
千
人
か
首
を
斬
ら
せ
た
ま
ひ
た
り
と
も�
御
運
た
に
尽
さ
せ
た
ま
は
ゝ

　
　
　

御
世
を
保
せ
た
ま
は
ん
事
も
有
難
し

　
　
　

故
郷
に
候
妻
子
と
も
の
さ
こ
そ
は
歎
き
悲
み
候
ら
は
ん
つ
ら
め

　
　
　

唯
理
を
曲
て
下
さ
せ
た
ま
へ

　
　
　

若
不
思
議
に
運
命
開
け
て�
都
へ
帰
り
上
ら
せ
た
ま
ふ
事
も
候
は
ゝ

　
　
　

有
難
御
情
に
て
こ
そ
候
は
ん
づ
ら
め�
と

　

申
さ
れ
た
り
け
れ
は�
大
臣
殿

　
　
　

さ
ら
は�
疾
下
れ�
と
こ
そ

　

宣
ひ
け
れ�
▼�
是
等�
頭
を�
低�
れ　

血
の
涙
を
流
ひ
て

ウ
ナ

　
　
　

い
つ
く
ま
て
も�
御
供
仕
候
は
ん�
と

　

申
け
れ
は�
大
臣
殿

　
　
　

汝
等
か
魂
は　
�
東
国
に
こ
そ
有
へ
け
れ

　
　
　
�
脱
殻�
は
か
り
西
国
へ
召
具
す
へ
き
や
う
な
し�
▼�
唯
疾
下
れ�
と
こ
そ

ヌ
ケ
ガ
ラ

�
半
下
ケ�
宣
ひ
け
れ

�
初
重�
是
等
も�
二
十
餘
年
の
主
な
り
け
れ
は��
別�
れ
の
涙�
押
へ
難
し
。

ン

○○白
声

口
説

初
重
下

○

○○口
説

白
声

�下
ケ○

○○○
初
重
下

○

○○○●○

●中
音○●●



　
　
　

・
●
は
、『
正
節
』
と
同
じ
〈
曲
節
〉
の
指
示
が
な
い
こ
と
を
示
す
。

　

右
の
表
を
解
説
す
る
と
。

　

１　
『
正
節
』
が
、　
　
　
�
初
重�
粧
鏡
翠
帳
の
基��
弋
林��
釣
渚�
の�
舘���
槐

棘
�の
座��
鴛
鸞�
の�
栖�

ヨ
ク
リ
ン 
チ
ョ
ウ
シ
ョ 

タ 

ク
ワ
イ
キ
ョ
ク 

エ
ン
ラ
ン 

ス
ミ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
���
多�
日
の�
経�
営
を�
空�
う
し
て�
片
時
の�
灰
燼�
と
成
果
ぬ

タ 

ケ
イ 

ム 

ク
ワ
イ
デ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
��
况
や�
郎
従
の�
屋�
舎
に
於
て
お
や�

ヲ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
��
况
や�
雜
人
の�
蓬��　
�
に
於
て
を
や

ホ
ヲ 
ヒ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
��
餘�
焔�
の
及
ふ
所�
在
々
所
�々
数�
十
町
な
り

ヱ
ン 

ス
ウ

　
　
　

と
い
う
節
付
け
で
あ
る
と
こ
ろ
を
、

　
　
　
『
秦
音
曲
鈔
』
は
、　
�
初
重�
粧
鏡
翠
帳
の
基�
弋
林
釣
渚
の
舘��
槐

棘
�の
座�
鴛
鸞
の
栖

ク
ワ
イ
キ
ョ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
��　

初
重
中
音��
多�
日
の�
経�
営
を
空
し
う
し
て�
片
時
の
灰
燼
と
成
果
ぬ

タ 

ケ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
初
重�
况
や�
郎
従
の�
蓬��　
�
に
於
て
を
や�

ホ
ヲ 
ヒ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
��
况
や�
雜
人
の�
屋�
舎
に
於
て
を
や

ヲ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
��
餘
焔
の
及
ふ
所�
在
々
所
�々
数
十
町
な
り

　
　
　

と
い
う
節
付
け
に
し
て
い
る
。

　

２　

後
半
部
分
の
節
付
け
の
違
い
は
上
下
段
で
対
照
さ
せ
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
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�平家物語巻第七のテキストと〈曲節〉

　
　
　
『
平
家
正
節
』

 
口
説 
畠
山
の
庄
司
重
能 
小
山
田
の
別
當
有
重 
宇
都
の
宮
の
左
衛
門
朝

綱
是
等
は 
大
番
役
に
て
折
節
在
京
し
た
り
け
る
か 
其
時 
既
に
誅
せ
ら
る

へ
か
り
し
を 
新
中
納
言
知
盛
の
卿
の
異
見
に
申
さ
れ
け
る
は

　
　

彼
等
百
人
千
人
か
首
を
斬
ら
せ
た
ま
ひ
た
り
と
も 
御
運
た
に
尽
さ

　
　

せ
た
ま
は
 ゝ 
御
世 
を
保
せ
た
ま
は
ん
事
も
有
難
し

ン

　
　

故
郷
に
候
妻
子
と
も
の
さ
こ
そ
は
歎
き
悲
み
候
ら
は
ん
つ
ら
め

　
　

唯
理
を
曲
て
下
さ
せ
た
ま
へ

　
　

若
不
思
議
に
運
命
開
け
て 
都
へ
帰
り
上
ら
せ
た
ま
ふ
事
も
候
は
ゝ

　
　

有
難
御
情
に
て
こ
そ
候
は
ん
づ
ら
め 
と

申
さ
れ
た
り
け
れ
は 
大
臣
殿

　
　

さ
ら
は 
疾
下
れ 
と
こ
そ

宣
ひ
け
れ 
是
等 
頭
を 
低 
れ　

血
の
涙
を
流
ひ
て

ウ
ナ

　
　

い
つ
く
ま
て
も 
御
供
仕
候
は
ん 
と

申
け
れ
は 
大
臣
殿

　
　

汝
等
か
魂
は 
東
国
に
こ
そ
有
へ
け
れ

　
　
 
脱
殻 
は
か
り
西
国
へ
召
具
す
へ
き
や
う
な
し 
唯
疾
下
れ 
と
こ
そ

ヌ
ケ
ガ
ラ

�
半
下
ケ�
宣
ひ
け
れ

　
　
　
『
秦
音
曲
鈔
』

白
声 
畠
山
の
庄
司
重
能 
小
山
田
の
別
當
有
重 
宇
都
の
宮
の
左
衛
門
朝
綱

是
等
は 
大
番
役
に
て
折
節
在
京
し
た
り
し
か 
既
に
斬
る
へ
き
に

定
り
し
を 
新
中
納
言
知
盛
の
卿
の
異
見
に
申
さ
れ
け
る
は

　
　

彼
等
百
人
千
人
か
首
を
斬
ら
せ
た
ま
ひ
た
り
と
も 
御
運 
尽
さ

　
　

せ
た
ま
ひ
な
は  
御 
世
を
保
せ
た
ま
は
ん
事 
有
へ
か
ら
す

ン

　
　

故
郷
に
候 
妻
子
所
從
等 
さ
こ
そ
は
歎
き
候
ら
は
ん
つ
ら
ん

　
　

唯
理
を
曲
て
下
さ
せ
た
ま
ふ
へ
う
も
や
候
ら
ん 
と

申
さ
れ
け
れ
は 
大
臣
殿

さ
ら
は 
疾
下
れ 
と
こ
そ

宣
ひ
け
れ 
口
説 
是
等 
首
を
傾
け　

血
の
涙
を 
は
ら

く
と
流
ひ
て

　
　

い
つ
く
ま
て
も 
御
供
仕
候
は
ん 
と

申
け
れ
は 
大
臣
殿

　
　

汝
等
か
魂
は 
皆 
東
国
に
こ
そ
有
へ
き
に

　
　
 
脱
殻 
は
か
り
西
国
へ
召
具
す
へ
き
や
う
な
し 
唯
疾
下
れ 
と
そ

ヌ
ケ
ガ
ラ

初
重
下�
宣
ひ
け
る



　

今
回
の
検
討
で
顕
著
で
あ
っ
た
の
は
、
左
の
二
つ
の
違
い
で
あ
る
。

　
　

Ａ
型　
　
　

初
重　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↑
↓　
　

初
重　
　

初
重
中
音　
　

初
重　
　

　
　

Ｂ
型　
　
　

口
説　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↑
↓　
　

白
声　
　
　
　
　

口
説　
　
　
　
　

　

Ａ
型
は
、〈
ウ
タ
〉
的
な
〈
曲
節
〉
の
異
同
で
あ
り
、
Ｂ
型
は
、〈
カ
タ
リ
〉
的
な
〈
曲
節
〉
の
異
同
で
あ
る
。

　

次
に
、『
平
家
正
節
』
の
〈
曲
節
〉
構
成
に
対
し
て
、
他
の
譜
本
の
近
さ
遠
さ
に
関
す
る
対
校
結
果
を
表
示
す
る
。
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北
国
下
向

竹
生
島
詣

燧
合
戦

 「
木
曾
願
書
」

倶
利
迦
羅
落

篠
原
合
戦

實
盛
最
期

還
亡

 「
木
曾
山
門
牒
状
」

 「
山
門
返
牒
」 

 「
平
家
連
署
願
書
」

『
正
節
』
の　

〈
曲
節
〉
の
数

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��２５７

秦
音�１０４３�７�０１１

波
多３２０

（
２
）

��６�０２３

昭
和４１２１４６５�０２１

東
北４１６３５�９�１３１

吟
譜�３��３７��１１４

『
正
節
』
の
〈
曲
節
〉
に
対
す
る
異
な
り
数



　
　

※　

・
相
対
的
に
数
の
多
い
も
の� �

『
正
節
』
か
ら
遠
い� �

を
○
で
囲
ん
だ
。

　
　
　
　

・
数
の
少
な
い
箇
所
を
網
掛
け
に
し
た
。

　
　
　
　

・
数
が
同
じ
で
も
、
同
じ
箇
所
で
異
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
　

・「
読
物
」
部
分
の
〈
曲
節
〉
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
今
回
取
り
上
げ
な
い
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　

・
波
多
野
流
譜
本
の
「
木
曾
願
書
」
の
「�
間�
の
物
」
部
分
は
、
テ
キ
ス
ト
は
あ
る
が
節
付
け
は
な
い
。

あ
い

　
　
　
　

・
東
北
大
学
本
に
、「
惟
盛
都
落
」
は
な
い
。

　

右
の
表
に
つ
い
て
気
付
い
た
こ
と
を
記
す
。

　

１
、「
竹
生
島
詣
」
は
、
譜
本� �

流
派
、
時
代� �

を
越
え
て
、
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　

こ
れ
に
や
や
近
い
の
は
「
燧
合
戦
」「
聖
主
臨
幸
」「
青
山
」
か
。

　
　
　
　

…
…
「
竹
生
島
詣
」
と
「
青
山
」
な
ら
ば
、
琵
琶
に
関
わ
る
話
で
あ
る
こ
と
と
関
連
す
る
か
。

　

２
、
右
と
対
照
的
に
、〈
曲
節
〉
の
動
き
が
、
譜
本
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
の
は
、「
還
亡
」「
主
上
都
落
」。

こ
れ
に
次
ぐ
の
が
、「
篠
原
合
戦
」「
一
門
都
落
」。
…
…
い
ろ
い
ろ
な
話
材
を
組
合
せ
て
一
句
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ

���

�平家物語巻第七のテキストと〈曲節〉

主
上
都
落

惟
盛
都
落

聖
主
臨
幸

忠
度
都
落

経
正
都
落

青
山

一
門
都
落

福
原
落

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

　
��

���４４��６

７５２４５１
　
��４

�４１３６１
　
��５

�１４�０�４

�８����９�



う
。

　

３
、
譜
本
単
位
で
み
る
と
、『
正
節
』
か
ら
遠
い
の
は
、『
秦
音
曲
鈔
』『
平
家
吟
譜
』。

　

４
、
相
対
的
に
近
い
の
は
、
昭
和
女
子
大
本
、
波
多
野
流
譜
本
。

　

５
、『
秦
音
曲
鈔
』
と
『
正
節
』
は
、
テ
キ
ス
ト
も
遠
い
関
係
に
あ
っ
た
が
、
節
付
け
も
遠
い
関
係
に
あ
る
。

　

６
、『
平
家
吟
譜
』
と
『
正
節
』
は
、
テ
キ
ス
ト
は
近
い
関
係
だ
が
、
節
付
け
は
遠
い
。

　

７
、
昭
和
女
子
大
本
・
波
多
野
流
譜
本
と
『
正
節
』
は
、
テ
キ
ス
ト
は
遠
い
関
係
だ
が
、
曲
節
付
け
は
近
い
。

　

８
、
テ
キ
ス
ト
の
近
さ
と
、
節
付
け
の
近
さ
は
、
必
ず
し
も
連
動
し
な
い
。

　
　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

以
上
、
本
稿
は
、
平
家
物
語
巻
第
七
の
一
巻
分
の
テ
キ
ス
ト
と
平
曲
の
節
付
け
の
あ
り
方
を
、
主
な
譜
本
の
比
較
に
よ
っ
て
考

え
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
基
礎
的
な
作
業
結
果
の
報
告
の
う
ち
、
テ
キ
ス
ト
分
に
つ
い
て
は
一
応
終
了
、
節
付
け
に
つ
い
て
は
、

第
一
段
階
分
ま
で
と
し
た
。

　

本
稿
の
お
わ
り
に
記
し
た
よ
う
に
、
テ
キ
ス
ト
の
異
同
と
節
付
け
の
異
同
と
が
同
じ
原
理
で
動
い
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
の

は
、
ま
こ
と
に
興
味
深
く
考
え
ら
れ
る
。
節
付
け
異
同
の
第
二
段
階
の
作
業
も
終
了
し
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
続
稿
を
期
し
た
い

と
思
う
。

���
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付
記　

本
稿
の
も
と
に
な
っ
た
検
討
の
う
ち
、
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
部
分
は
、「
汎
諸
本
論
研
究
会
」（
代
表
・
松
尾
葦
江
氏
。
平
成
十
八
年
九
月
十
六

日
、
於
國
學
院
大
學
）
に
お
い
て
報
告
し
、
改
訂
し
た
も
の
を
本
学
部
「〈
声
〉
と
テ
キ
ス
ト
論
」
研
究
会
（
平
成
十
八
年
十
二
月
八
日
）
に
お
い

て
報
告
し
、
曲
節
に
関
す
る
部
分
を
本
学
大
学
院
現
代
社
会
文
化
研
究
科
「
叙
事
文
藝
に
お
け
る
修
辞
の
研
究
」
研
究
発
表
会
（
平
成
十
九
年
二
月

二
日
）
に
お
い
て
報
告
し
た
。
当
日
御
教
授
御
意
見
を
下
さ
れ
た
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。




